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(57)【要約】
【課題】静電霧化装置の放電音の室内空間への影響を低
減し得るとともに、室内空間に放出される空気のオゾン
濃度を低減し得る送風機能付き内装パネル装置を提供す
る。
【解決手段】送風機能付き内装パネル装置１は、パネル
内空間に設けられた内部送風路２と、該内部送風路を介
して連通し、パネル表面に開口して吸気口４と排気口３
とを構成する一対の通気開口部と、送風手段５と、前記
排気口の一側部近傍内方空間に設置されるとともに、前
記内部送風路を流れる空気の気流方向に対して交差する
方向に向けて帯電微粒子水を吐出する静電霧化装置４０
とを備えている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パネル内空間に設けられた内部送風路と、
　該内部送風路を介して連通し、パネル表面に開口して吸気口と排気口とを構成する一対
の通気開口部と、
　送風手段と、
　前記排気口の一側部近傍内方空間に設置されるとともに、前記内部送風路を流れる空気
の気流方向に対して交差する方向に向けて帯電微粒子水を吐出する静電霧化装置と、
　を備えていることを特徴とする送風機能付き内装パネル装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記排気口には、複数の羽板からなるルーバーが設けられており、
　このルーバーの各羽板は、送風方向に沿って略直線形状とされるとともに、送風方向に
沿う幅寸法が、５ｍｍ以上、１５ｍｍ以下とされていることを特徴とする送風機能付き内
装パネル装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、送風機能を有した内装パネル装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、室内の空気の滞留を防止するためや、冷暖房等によって温度分布が生じた室
内の空気を攪拌するために送風機が利用されている。
　このような送風機としては、室内に配置される扇風機型のものが知られているが、この
ようなものでは、室内空間の有効活用が図れないという問題があった。
　下記特許文献１では、送風機能を有した間仕切りが提案されており、この間仕切りは、
間仕切りの内部に設けられた送風路と、この送風路を介して連通し、間仕切りの表面に開
口した吸気口及び排気口と、送風路内に送風手段として設けられたラインフローファンと
を備えた構成とされている。これによれば、間仕切りで区切られた空間内の空気を循環さ
せ、攪拌することができ、また、パネル状の間仕切りであるので、室内空間の有効活用が
図れるものではあった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平６－３０７７０７号公報（図１参照）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、近年、放電電極（霧化電極）と、対向電極との間に高電圧を印加することで
、放電電極が保持している水分を霧化させ、これによりナノメートルサイズの帯電微粒子
水を生成する静電霧化装置が提案されている。
　このような静電霧化装置は、放電時に放電音が発生し、また、副生成物としてオゾンが
発生する場合があり、上述のような室内に設置される送風機に静電霧化装置を組み込むに
は、これら放電音の影響やオゾンの濃度を低減することが望まれる。
【０００５】
　本発明は、上記実情に鑑みなされたものであり、静電霧化装置の放電音の室内空間への
影響を低減し得るとともに、室内空間に放出される空気のオゾン濃度を低減し得る送風機
能付き内装パネル装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
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　前記目的を達成するために、本発明に係る送風機能付き内装パネル装置は、パネル内空
間に設けられた内部送風路と、該内部送風路を介して連通し、パネル表面に開口して吸気
口と排気口とを構成する一対の通気開口部と、送風手段と、前記排気口の一側部近傍内方
空間に設置されるとともに、前記内部送風路を流れる空気の気流方向に対して交差する方
向に向けて帯電微粒子水を吐出する静電霧化装置と、を備えていることを特徴とする。
【０００７】
　このような構成とすることで、吸気口から取り入れた室内の空気を、内部送風路を介し
て送風し、排気口から室内に向けて排出させることができる。従って、当該送風機能付き
内装パネル装置を室内の適所に設置することで、室内の空気を循環させ、攪拌することが
できる。
　また、静電霧化装置を設けているので、上記のように排気口から室内に向けて排出され
る空気の気流に乗せて帯電微粒子水を室内空間に放出することができる。
　さらに、静電霧化装置を、上記排気口の一側部近傍内方空間に設置し、この静電霧化装
置から、上記内部送風路を流れる空気の気流方向に対して交差する方向に向けて帯電微粒
子水を吐出させるようにしているので、例えば、パネル表面から直接、帯電微粒子水を吐
出させるように静電霧化装置を設置する場合と比べて、放電時に発生する放電音の室内空
間への影響を低減することができる。また、放電時にオゾンが発生した場合にも、そのオ
ゾンは、内部送風路を送風される空気により希釈されるので、排気口から室内空間に放出
される空気のオゾン濃度を比較的、小さくすることができる。
【０００８】
　本発明においては、前記排気口に、複数の羽板からなるルーバーを設け、このルーバー
の各羽板を、送風方向に沿って略直線形状とするとともに、これら各羽板の送風方向に沿
う幅寸法を５ｍｍ以上、１５ｍｍ以下としてもよい。
　このような構成とすれば、ルーバーにより、内部送風路内への異物の侵入を防止するこ
とができる。
　しかも、ルーバーの各羽板を上記構成とすることで、ルーバーによる好適な整流効果を
確保しつつも、静電霧化装置から吐出されて上記気流に乗って室内空間に放出される帯電
微粒子水に対するルーバーの干渉を少なくすることができる。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明に係る送風機能付き内装パネル装置は、上述のような構成としたことで、静電霧
化装置の放電音の室内空間への影響を低減することができるとともに、室内空間に放出さ
れる空気のオゾン濃度を低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】（ａ）、（ｂ）は、いずれも本発明に係る送風機能付き内装パネル装置の一実施
形態を模式的に示し、（ａ）は、同内装パネル装置の概略全体斜視図、（ｂ）は、同内装
パネル装置の一部分解概略斜視図である。
【図２】同内装パネル装置の排気口付近を拡大して示す概略正面図である。
【図３】（ａ）は、図１（ａ）におけるＸ－Ｘ線矢視に対応させた概略縦断面図、（ｂ）
及び（ｃ）は、開閉扉の開閉動作を説明するための説明図である。
【図４】本発明に係る送風機能付き内装パネル装置の他の実施形態を模式的に示し、図３
（ａ）に対応させた図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施の形態について、図面に基づいて説明する。
　図１～図３は、第１実施形態に係る送付機能付き内装パネル装置を示しており、本実施
形態では、送風機能付き内装パネル装置として、図１（ａ）及び図３（ａ）に示すように
、壁面Ｗに沿って鉛直に立てて設置される縦長で扁平矩形状の壁パネル１を例示している
。
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　この壁パネル１は、パネル内空間に設けられた内部送風路２と、この内部送風路２を介
して連通し、パネル表面に開口して排気口と吸気口とを構成する一対の通気開口部３，４
と、送風手段としてのシロッコファン５とを備えている。
【００１２】
　一対の通気開口部３，４は、本実施形態では、当該壁パネル１の上下に離間して形成さ
れており、上端部側に排気口３を設け、下端部側に吸気口４を設けた態様としている。
　また、壁パネル１は、上下に長い中間部３０、並びにこの中間部３０の上下にそれぞれ
接続された上側外郭部１０及び下側外郭部２０からなり、これらの内部空間を連通するよ
うに内部送風路２が形成されている。
【００１３】
　中間部３０は、図１に示すように、前方及び上下に開口し、縦長の凹溝状に形成された
ダクト部材７と、このダクト部材７の前方開口を塞ぐ縦長矩形板状の前面板６とを備えて
いる。前面板６の長手方向の略中間部位で、かつ一方の長辺側に寄った部位には、シロッ
コファン５のＯＮ／ＯＦＦ操作や風量調整等をするための操作部９が設けられている。
　この中間部３０は、図１（ｂ）に示すように、ダクト部材７の両側壁前端部のそれぞれ
から外方に向けて突設された取付片７ａ，７ａを、前面板６の背面に固着させて組み付け
られて上下に開口した中空の略四角筒形状とされ、その内周壁３０ａによって、内部送風
路２の一部を区画形成している。
　また、前面板６は、ダクト部材７よりも上下長さ及び横幅が大きく形成されており、こ
れらを組み付けた状態では、前面板６の上下左右端部が、ダクト部材７の上下左右端部よ
りもそれぞれ上下左右方向に向けて延出するように組み付けられている。
【００１４】
　下側外郭部２０は、図１及び図３（ａ）に示すように、前方及び上方に向けて開口し、
シロッコファン５等を収容するケーシング２１と、このケーシング２１の前方開口を塞ぐ
前面カバー２２とを備え、この前面カバー２２に、横長矩形状に形成された吸気口４が設
けられている。下側外郭部２０は、この吸気口４と上方開口とを連通させた中空形状とさ
れ、その内周壁２０ａによって、内部送風路２の一部を区画形成している。
　また、これらケーシング２１と前面カバー２２とを組み付けて下側外郭部２０を構成し
た状態で、その前面側部は、上記した中間部３０の前面板６の横幅及び板厚に応じた形状
とされ、その背面側部は、上記した中間部３０のダクト部材７の横幅及び前後厚さに応じ
た形状とされている。つまり、前面側部は、上記した前面板６の延出した左右端部と同様
、背面側部よりも左右に延出した延出部２６，２６（図１（ｂ）参照）を有している。ま
た、該背面側部は、上記前面側部よりも上方に向けて突出するような形状とされている。
この背面側部の上方開口と、上記した中間部３０の下方開口とが連通接続され、かつ、こ
の背面側部の突出した部位の前面に、上記した前面板６の延出した下端部の背面が当接さ
れる。
【００１５】
　また、上記した吸気口４には、複数の羽板を並設して構成されたルーバー２３が設けら
れている。
　吸気口４の背面側には、図３（ａ）に示すように、フィルタ２４と、ファンカバー２５
と、シロッコファン５とが奥側に向けてこの順に配置されている。
　フィルタ２４は、塵埃等の捕捉性や脱臭性を有した活性炭フィルタとしてもよい。
　シロッコファン５は、当該壁パネル１の横幅（実質的にはダクト部材７の凹溝幅）に応
じて、左右方向に複数個、設置されており、前方側から吸入した空気を上方、すなわち、
中間部３０の内部空間に向けて吐出する構成とされている。
　ファンカバー２５には、このシロッコファン５の吸入部位に対応する部位に、吸気口４
とシロッコファン５の吸入部位とを連通させる連通孔２５ａが穿設されている。
　尚、下側外郭部２０は、前面カバー２２がケーシング２１に対して容易に着脱できる構
造とされており、その内部のフィルタ２４の交換やシロッコファン５のメンテナンス等が
前面カバー２２を脱離させることで可能とされている。
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【００１６】
　上側外郭部１０は、図１及び図３（ａ）に示すように、概ね上記した下側外郭部２０を
上下に反転させたような外郭形状とされ、前方及び下方に向けて開口したケーシング１１
と、このケーシング１１の前方開口を塞ぐ前面カバー１２と、この前面カバー１２に形成
された横長矩形状の排気口３の一部を覆うように配設されたカバー１７とを備えている。
【００１７】
　この上側外郭部１０は、排気口３と下方開口とを連通させた中空形状とされ、その内周
壁１０ａによって、内部送風路２の一部を区画形成している。
　また、ケーシング１１と前面カバー１２及びカバー１７とを組み付けて上側外郭部１０
を構成した状態で、その前面側部は、上記した下側外郭部２０と同様、中間部３０の前面
板６の横幅及び板厚に応じた形状とされ、その背面側部は、下側外郭部２０と同様、中間
部３０のダクト部材７の横幅及び前後厚さに応じた形状とされて、前面側部の両側が延出
部１３，１３とされている。また、該背面側部は、上記前面側部よりも下方に向けて突出
するような形状とされている。この背面側部の下方開口と、上記した中間部３０の上方開
口とが連通接続され、かつ、この背面側部の突出した部位の前面に、上記した前面板６の
延出した上端部の背面が当接される。
【００１８】
　この上側外郭部１０のカバー１７の中央部位には、図２に示すように、排気口３を形成
する複数の羽板からなるルーバー１８が設けられ、その左右部位には、上側外郭部１０の
内方空間を区画形成するカバー部１７ａ，１７ａがそれぞれ設けられている。これらカバ
ー部１７ａのうち一方（図例では、右側のカバー部１７ａ）の背面側には、帯電微粒子水
を吐出する静電霧化装置４０が設けられている。つまり、この静電霧化装置４０は、本実
施形態では、上側外郭部１０におけるカバー１７に設けられたルーバー１８により形成さ
れる排気口３の一側部（図例では、右側部）近傍内方空間に設置され、その前面側が一方
のカバー部１７ａによって覆われた構成とされている。
　尚、図例では、意匠性の観点から、左右対称となるように、ルーバー１８を設けた中央
部位の左右のそれぞれに、カバー部１７ａ，１７ａを設けた態様としているが、一方のカ
バー部のみを設け、その背面側に静電霧化装置４０を設置するようにしてもよい。
【００１９】
　静電霧化装置４０は、図２及び図３（ａ）に示すように、ピン状の放電電極（霧化電極
）４３と、この放電電極４３に対向して配置され、放電電極４３と同軸状の開口を有して
リング形状とされた対向電極４４とを備えている。この静電霧化装置４０は、これら放電
電極４３と、対向電極４４との間に高電圧を印加することで放電現象を生じさせ、放電電
極４３に保持された水分を静電霧化させることで、帯電微粒子水を電極間から吐出する構
成とされている。
　この帯電微粒子水は、ナノメートルサイズの粒子径のもの（例えば、５ｎｍ～２０ｎｍ
程度）を含む帯電した微粒子液滴であり、空気中にミスト状態で浮遊可能なものである。
【００２０】
　放電電極４３に水分を保持させる手段としては、放電電極４３の基端部に連設された冷
却手段４２により、放電電極４３を冷却することで、放電電極４３廻りの空気に含まれる
水分（水蒸気）を放電電極４３の表面に結露させて保持させるようにしてもよい。
　この冷却手段４２としては、例えば、ペルチェ素子等としてもよい。この場合は、ペル
チェ素子４２の冷却面に電気絶縁材を介して放電電極４３の基端部を連設し、また、ペル
チェ素子４２の放熱面に放熱フィン等からなる放熱部４１を連設するようにしてもよい。
　または、上記のような態様に代えて、放電電極を多孔質セラミック等の多孔質体で構成
し、この放電電極の基端部に、液体を貯留する液体供給部を接続し、この液体供給部から
の液体を、放電電極の毛細管現象により吸い上げて、その先端部に水分を保持させる態様
としてもよい。
【００２１】
　上記構成とされた静電霧化装置４０は、放電電極４３を囲むように形成された対向電極
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４４の帯電微粒子水吐出口としての開口が内部送風路２に向けて開口するように設置され
ており、内部送風路２を送風される空気の気流方向に対して交差する方向に向けて帯電微
粒子水を吐出するようになっている。
　本実施形態では、図２及び図３（ａ）に示すように、静電霧化装置４０の帯電微粒子水
吐出方向と、内部送風路２を送風される空気の気流方向とが直交するように、静電霧化装
置４０を上側外郭部１０の内方空間に設置している。つまり、カバー１７の一方のカバー
部１７ａの背面側に設置された静電霧化装置４０の上記吐出口からは、排気口３を羽板間
に形成したルーバー１８の背面に沿うように帯電微粒子水が吐出され、この吐出された帯
電微粒子水は、この吐出方向に対して直交する方向に送風される内部送風路２の空気の気
流に乗って排気口３から室内空間に放出される。
【００２２】
　尚、カバー１７は、前面カバー１２またはケーシング１１に対して容易に着脱できる構
造とされており、その内方空間に設置された静電霧化装置４０のメンテナンス等がカバー
１７を脱離させることで可能とされている。または、このカバー１７と、前面カバー１２
またはケーシング１１とを一体的に形成し、カバー部１７ａに相当する部位に、メンテナ
ンス等のための開閉蓋を設けるようにしてもよい。
【００２３】
　また、上側外郭部１０には、排気口３を開閉する回動自在な開閉扉１５が設けられてお
り、カバー１７は、図１（ｂ）及び図３（ｃ）に示すように、この開閉扉１５の閉状態に
おいて開閉扉１５の背面側に位置するように設けられている。
　開閉扉１５は、図３に示すように、ケーシング１１に設けられた支持軸１６を回動支点
として、カバー１７を迂回するように上方側かつ後方側に向けて回動移動する構造とされ
ている。尚、カバー１７に設けられたルーバー１８及び開閉扉１５の詳細については後記
する。
【００２４】
　また、内部送風路２の奥側内壁面２ａ（図例では上側外郭部１０の奥側内壁面）におけ
る、排気口３に対向する部位には、図３（ａ）に示すように、略Ｒ形状に湾曲形成された
湾曲区画部材１４が固着され、上側外郭部１０の上方空間と、内部送風路２とを区画して
いる。
　この湾曲区画部材１４は、送風方向上流側の下方延出部１４ａが、内部送風路２の奥側
内壁面２ａに固着され、その下端が排気口３の下側縁部と同高さ程度に位置し、この下端
から送風方向下流側に向けて凹湾曲形状とされている。この下方延出部１４ａは、内部送
風路２を送風される空気の気流方向を、排気口３側に向けて変更するように案内する送風
ガイド面として機能する。
　また、この下方延出部１４ａの送風方向下流側には、開閉扉１５の支持軸１６の軸心を
円心とする円を略六等分した程度の円弧形状部１４ｂが段部を介して連成されている。こ
の円弧形状部１４ｂの上端部には、平板状の区画部が連成され、この区画部の前端が排気
口３の上側縁部近傍の前面カバー１２の裏面に近接乃至は当接して、上側外郭部１０の上
方空間と、内部送風路２とを区画形成している。
【００２５】
　上記のように湾曲区画部材１４によって内部送風路２と区画された上方空間には、上記
したシロッコファン５、操作部９及び静電霧化装置４０と電気的に接続された制御部８が
配設されている。
　このように内部送風路２と区画された上方空間に制御部８を配設することで、内部送風
路２を送風される空気による影響を受け難く、故障等を防止できる。
　この制御部８が操作部９からの操作信号を受信し、シロッコファン５の駆動制御（ＯＮ
／ＯＦＦ制御、風量制御など）や、静電霧化装置４０の駆動制御がなされる。
【００２６】
　尚、これらシロッコファン５、制御部８及び操作部９、並びに上記した静電霧化装置４
０のペルチェ素子４２及び各電極４３，４４への給電は、適宜部位の裏面側に引出した図
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示しない電源コード等を介してなされる。
　また、上側外郭部１０は、上記した下側外郭部２０と同様、前面カバー１２がケーシン
グ１１に対して容易に着脱できる構造とされており、その内部の制御部８のメンテナンス
等が前面カバー１２を脱離させることで可能とされている。
【００２７】
　カバー１７に設けられたルーバー１８は、複数の羽板を並設して構成されており、排気
口３の下側縁部近傍の前面カバー１２の裏面近傍部位から鉛直に立設され、その途中部位
から後方側に湾曲するように形成され、その湾曲部の前面が、上記したカバー部１７ａ，
１７ａの部位を含み、Ｒ形状面１７ｂとされている。このＲ形状面１７ｂは、側面視にお
いて開閉扉１５の支持軸１６の軸心を円心とする円を略六等分した程度の略円弧状とされ
ている。
　このカバー１７の上端部のＲ形状面１７ｂと、前面カバー１２に形成された排気口３の
上側縁部及び上記した湾曲区画部材１４の区画部前端との間には、空隙が形成されており
、この空隙が開閉扉１５の迂回移動スペース及び収納スペースとなる。
　また、このルーバー１８の各羽板は、最上段の羽板を除いて、図３（ａ）に示すように
、送風方向（当該壁パネル１の厚さ方向と同方向）に沿って略直線状かつ略平板状とされ
た平板部１８ａと、この平板部１８ａの送風方向上流側端に屈曲して連成された送風ガイ
ド部１８ｂとを有している。この送風ガイド部１８ｂは、内部送風路２を送風される空気
の気流方向を排気口３側に変更するように案内する送風ガイド部として機能する。
【００２８】
　開閉扉１５は、図１（ｂ）及び図３（ｃ）に示すように、その閉状態において、排気口
３に設けられたカバー１７をほぼ覆い隠す平板部１５ａを有し、この平板部１５ａの一端
部（閉状態における上端部、開状態における後端部）には、湾曲形成されたＲ形状片１５
ｂが連成されている。
　また、開閉扉１５は、この平板部１５ａの左右端部から背面側（閉状態における背面側
）に向けて突設された取付片１５ｄを有し、この取付片１５ｄに設けられた軸挿通孔に、
上記したケーシング１１に設けられた支持軸１６を挿通させて、この支持軸１６に回動自
在に支持されている（図２も参照）。
　尚、図２に示すように、この取付片１５ｄの移動が可能なように、上記したカバー１７
の左右端部には、切欠部が形成されている。
【００２９】
　開閉扉１５の平板部１５ａは、図３（ｃ）に示すように、開閉扉１５の閉状態において
手前面が、壁パネル１の表面と略同一平面となるよう構成され、かつ、内側面１５ｃが、
カバー１７の手前面に当接乃至は近接対面する構成とされている。
　また、平板部１５ａは、図３（ａ）に示すように、開閉扉１５の開状態において、その
大部分が上側外郭部１０の内部空間に収容されて略水平に配置され、その開状態における
前端部が、壁パネル１の表面よりも前方に向けて突出する構成とされるとともに、排気口
３の上側縁部に近接乃至は当接する構成とされている。
【００３０】
　開閉扉１５のＲ形状片１５ｂは、その断面形状が、支持軸１６の軸心を円心とする円を
略六等分した程度の円弧形状とされている。
　つまり、上記した湾曲区画部材１４の円弧形状部１４ｂ、カバー１７のＲ形状面１７ｂ
、及び開閉扉１５のＲ形状片１５ｂは、いずれも支持軸１６の軸心を円心とする同心円の
円弧形状とされている。
　また、このＲ形状片１５ｂは、図３（ｃ）に示すように、開閉扉１５の閉状態において
上記したカバー１７の上端部のＲ形状面１７ｂと、排気口３の上側縁部及び湾曲区画部材
１４の区画部前端との間の空隙に収容される構成とされている。
【００３１】
　また、Ｒ形状片１５ｂは、図３（ａ）に示すように、開閉扉１５の開状態においてその
最後端部が軸心からの水平線上に概ね位置する構成とされるとともに、上記した湾曲区画
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部材１４の下方延出部１４ａと円弧形状部１４ｂとの間に形成された段部に当接する構成
とされている。
　この状態では、湾曲区画部材１４の下方延出部１４ａと、開閉扉１５のＲ形状片１５ｂ
とによって連なるようなＲ面形状の連続面が形成され、これらにより、内部送風路２内を
上方に向けて送風された空気を、排気口３に向けて気流方向を変更するよう案内する送風
ガイド面を構成する。つまり、鉛直な内部送風路２の奥側内壁面２ａと、開状態における
開閉扉１５の水平な平板部１５ａの内側面１５ｃとの間を、滑らかなＲ面形状とされた湾
曲区画部材１４の下方延出部１４ａ及び開閉扉１５のＲ形状片１５ｂの内側面で繋ぐよう
な構成としている。
【００３２】
　支持軸１６は、上側外郭部１０の内部空間において前後方向略中央部のやや右側寄りで
、かつ、排気口３の上下方向略中央部のやや上側寄りに設けられている。
　本実施形態では、この支持軸１６の軸心よりも開閉扉１５の重心が、開閉扉１５の開状
態において後方側かつ上方側に位置する構成とされ、開閉扉１５の閉状態において前方側
に位置する構成とされている。
【００３３】
　上記のように、開閉扉１５の重心が、開閉扉１５の開状態において支持軸１６の軸心よ
りも後方となる構成とすることで、開閉扉１５には、開状態において後方側、すなわち、
開状態を維持する側へのモーメントが作用し、開閉扉１５の開状態を安定させることがで
きる。従って、開閉扉１５の開状態を保持させるロック機構等の固定手段を設ける必要が
なく、装置構造の簡略化を図ることができる。
　特に、本実施形態では、上記したように開閉扉１５の開状態における後端部にＲ形状片
１５ｂを設けているので、当該壁パネル１の厚さを大きくすることなく、また、排気口３
の上下開口幅を小さくすることなく、効率的に開閉扉１５の重心を支持軸１６の軸心より
も後方に位置させることができる。
　また、閉状態では、開閉扉１５の重心が、支持軸１６の軸心よりも前方側に位置するの
で、閉状態を維持する側へのモーメントが作用し、開閉扉１５の閉状態を安定させること
ができる。
【００３４】
　上記構成とされた開閉扉１５は、開閉がなされる際には、支持軸１６の軸心を回動支点
として、図３の各図に示すように、ルーバー１８が設けられたカバー１７を迂回するよう
に移動し、その平板部１５ａの内側面１５ｃがカバー１７のＲ形状面１７ｂに沿うように
近接対面しながら移動する。また、回動移動する開閉扉１５は、そのＲ形状片１５ｂの外
側面（支持軸１６とは異なる側の面）が湾曲区画部材１４の円弧形状部１４ａの手前面に
沿うように近接対面しながら移動する。
　当該開閉扉１５の開状態では、上記のように、開状態を維持する側へのモーメントが作
用しているが、開閉扉１５のＲ形状片１５ｂの最後端部が、湾曲区画部材１４の上記段部
に当接して規制されて、開状態が維持される。
　一方、当該開閉扉１５の閉状態では、上記のように、閉状態を維持する側へのモーメン
トが作用しているが、開閉扉１５の平板部１５ａが、排気口３の下側縁部乃至はカバー１
７の手前面に当接して規制されて、閉状態が維持される。
【００３５】
　上記のように構成された壁パネル１では、図３（ａ）に示すように、開閉扉１５を開状
態とし、排気口３を開放させ、操作部９をしてシロッコファン５を起動させれば、吸気口
４から室内の空気が取り込まれる。
　この取り込まれた空気は、シロッコファン５の吐出口から上方に向けて吐出され、内部
送風路２を送風される。
　この内部送風路２を上方に向けて送風される空気は、上側外郭部１０の内部空間に至り
、送風ガイド面を構成する湾曲区画部材１４の下方延出部１４ａ及び開閉扉１５のＲ形状
片１５ｂの内側面によって気流方向を排気口３側に向けて変更するように案内され、開閉
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扉１５の平板部１５ａの内側面１５ｃに沿うようにして、ルーバー１８の羽板間を含む排
気口３から室内空間に向けて排出される。
　また、上記のように、シロッコファン５を起動させた状態で、静電霧化装置４０を起動
させれば、静電霧化装置４０から吐出された帯電微粒子水が、上記のように室内に向けて
排出される空気の気流に乗って室内空間に放出される。
【００３６】
　以上のように、本実施形態に係る壁パネル１によれば、室内の床面付近に位置される下
側の吸気口４から吸気した空気を、室内の天井付近に位置される上側の排気口３から排出
させることができるので、室内の空気を効率的に循環させ、攪拌することができる。
　また、この排気口３から排出される空気の気流に乗って帯電微粒子水が室内空間に放出
されるので、帯電微粒子水を室内空間の広範囲に亘って拡散させることができる。従って
、帯電微粒子水の作用により、室内空間の空気を効率的に清浄化でき、また、帯電微粒子
水による室内の付着臭の脱臭効果や花粉等の不活化効果等を向上させることができる。
【００３７】
　また、上記のように静電霧化装置４０を設置することで、例えば、パネル表面から直接
、帯電微粒子水を吐出させるように静電霧化装置を設置する場合と比べて、放電時に発生
する放電音の室内空間への影響を低減することができる。特に、本実施形態のように、静
電霧化装置４０の前面側をカバー部１７ａによってカバーすることで、より効率的に室内
空間における放電音の影響を小さくすることができる。また、このような構成によれば、
静電霧化装置４０の帯電微粒子水吐出口がパネル表面に露出せず、見栄えが良い。
　さらに、放電時にオゾンが発生した場合にも、そのオゾンは、内部送風路２を送風され
る空気により希釈されるので、例えば、パネル表面から直接、帯電微粒子水を吐出させる
ように静電霧化装置を設置する場合と比べて、排気口３から室内空間に放出される空気の
オゾン濃度を小さくすることができる。
【００３８】
　また、本実施形態では、排気口３を開閉する開閉扉１５を設けているので、不使用時に
は、開閉扉１５を閉状態にすることで、内部送風路２内への埃や虫等の異物の侵入を防止
できるとともに、当該排気口３を開閉扉１５によって目立ち難くすることができ、外観を
良好なものとできる。
　さらに、開閉扉１５の開状態において内部送風路２の奥側内壁面２ａから開閉扉１５の
平板部１５ａの内側面１５ｃに連なる連続面を構成するＲ面形状を有した送風ガイド面を
設けているので、内部送風路２を送風される空気の気流方向を、内部送風路２の奥側内壁
面２ａ、湾曲区画部材１４の下方延出部１４ａ、開閉扉１５のＲ形状片１５ｂ及び開閉扉
１５の平板部１５ａの内側面１５ｃに沿わせてスムーズに変えることができる。従って、
圧力損失を低減することができ、送風効率を向上させることができる。
　さらにまた、本実施形態では、開閉扉１５の開状態において開閉扉１５の平板部１５ａ
の前端部が当該壁パネル１の表面よりも前方に向けて突出する構成としているので、この
突出した平板部１５ａの前端部が整流部として機能し、よりスムーズかつ効率的な送風が
なされる。
【００３９】
　また、本実施形態では、排気口３に、ルーバー１８を有したカバー１７を設け、開閉扉
１５が、閉状態においてカバー１７の前面側を覆う一方、排気口３を開放するよう回動す
る際には、カバー１７を迂回するように移動するものとしているので、開閉扉１５を設け
た排気口３にルーバー１８を有したカバー１７を設置することができる。従って、このル
ーバー１８により、開閉扉１５を開状態にしている場合にも内部送風路２内への異物の侵
入を防止できる。
　さらに、ルーバー１８を有したカバー１７の前面側を、開閉扉１５を閉状態にすること
で被覆できるので、ルーバー１８を有したカバー１７が隠蔽され、外観を良好なものとで
きる。
　特に、本実施形態では、開閉扉１５が回動して移動する側のカバー１７の上端部を、回
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動移動する開閉扉１５の内側面１５ｃに沿うＲ形状面１７ｂを有した形状としているので
、カバー１７を迂回するように移動して開閉される開閉扉１５の移動半径を比較的小さく
でき、開閉扉１５とカバー１７との隙間を比較的小さくすることができる。
【００４０】
　次に、本発明に係る他の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。
　図４は、第２実施形態に係る壁パネル（送風機能付き内装パネル装置）１Ａを模式的に
示し、図３（ａ）に対応させた図である。
　尚、第１実施形態との相違点について主に説明し、同様の構成については、同一符号を
付し、その説明を省略或いは簡略に説明する。
　本実施形態に係る壁パネル１Ａは、上側外郭部１０Ａのカバー１７Ａの態様が、上記第
１実施形態に係る壁パネル１とは主に異なる。
【００４１】
　この壁パネル１Ａのカバー１７Ａは、上記同様、左右にカバー部１７ａ，１７ａ（図２
参照）を有し、その中央部位に形成されたルーバー１８Ａの構成が、上記第１実施形態と
は異なる。
　このルーバー１８Ａの各羽板１８Ａａは、最上段の羽板を除いて、図４に示すように、
送風方向（当該壁パネル１Ａの厚さ方向と同方向）に沿って略直線状かつ略平板状とされ
ている。
　また、各羽板１８Ａａの送風方向に沿う幅寸法を、５ｍｍ以上、１５ｍｍ以下としてい
る。
【００４２】
　上記構成とされた本実施形態に係る壁パネル１Ａによれば、上記第１実施形態に係る壁
パネル１と略同様の効果を奏するとともに、ルーバー１８Ａの各羽板１８Ａａを上記構成
とすることで、以下の効果を奏する。
　すなわち、内部送風路２を送風されて室内空間に排出される空気に対する好適な整流効
果を確保しつつも、静電霧化装置４０から吐出されて、内部送風路２を送風される空気の
気流に乗って室内空間に放出される帯電微粒子水に対するルーバー１８Ａの干渉を少なく
することができる。
【００４３】
　ルーバー１８Ａの各羽板１８Ａａの送風方向に沿う幅寸法を、１５ｍｍよりも大きくす
れば、整流効果を向上させることはできるが、帯電微粒子水との干渉が大きくなる傾向が
ある。一方、ルーバー１８Ａの各羽板１８Ａａの送風方向に沿う幅寸法を、５ｍｍよりも
小さくすれば、帯電微粒子水との干渉を少なくすることはできるが、十分な整流効果が得
られなくなる傾向がある。つまり、整流効果や送風ガイド効果を高めるには、羽板の幅寸
法を大きくし、さらには、上記第１実施形態に係る壁パネル１のように、ルーバー１８の
各羽板に送風ガイド部１８ｂを設けることが好ましいが、静電霧化装置４０から吐出され
た帯電微粒子水が、羽板の平板部や送風ガイド部１８ｂに衝突する確率が大きくなる傾向
があり、室内空間に放出される帯電微粒子水が減少する傾向がある。
　一方、上記構成とされた本実施形態に係る壁パネル１Ａによれば、このような帯電微粒
子水のルーバー１８Ａへの衝突を低減しながらも、室内空間に排出される空気の整流が効
率的になされる。
【００４４】
　上記構成とされた各実施形態に係る壁パネル１，１Ａを取り付け対象に取り付ける際に
は、他の壁面材や他の送風機能付き壁パネルの表面と面一状となるように、一部を壁内部
に埋め込ませるようにして取り付けるようにしてもよく、または、既設の壁面に付設する
ようにしてもよい。
　他の壁パネル等の表面と面一状となるように取り付ける場合は、壁内部の間柱間に、上
記した上側外郭部１０の背面側部、中間部３０のダクト部材７、及び下側外郭部３０の背
面側部を配置し、間柱の前面に、これら上側外郭部１０及び下側外郭部３０の前面側部の
延出部１３，２６、並びに中間部３０の前面板６の左右延出部を取り付けるようにしても
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よい。
【００４５】
　一方、既設の壁面に付設する場合は、上記した上側外郭部１０及び下側外郭部３０の前
面側部の延出部１３，２６、並びに中間部３０の前面板６の左右延出部の背面側と、壁面
との間にスペーサー部材を配設して取り付けるようにしてもよい。または、このような延
出部を設けずに、当該壁パネル１，１Ａの厚さを全体に亘って略均一のものとしてもよく
、この場合は、スペーサー部材等は不要である。
　このように、上記各実施形態では、送風機能付き内装パネル装置であるので、壁面を構
成するように設置でき、室内設置タイプの扇風機等の送風機に比べて、室内空間の有効活
用を図ることができる。
【００４６】
　尚、上記各実施形態では、送風機能付き内装パネル装置として、縦長扁平矩形状の壁パ
ネルを例示したが、横長扁平矩形状のものとしてもよく、また、排気口及び吸気口を図例
とは逆側に設けるようにしてもよい。
　また、壁パネルの表面に開口させた一対の通気開口部を上下に離間させて形成した態様
を例示しているが、左右に離間させて形成するようにしてもよい。すなわち、当該壁パネ
ルを横置きにして設置するような態様にしてもよい。
【００４７】
　さらに、上記各実施形態では、静電霧化装置の帯電微粒子水の吐出方向と、内部送風路
を送風される空気の気流方向とが直交する例を示しているが、これらが交差する構成とす
ればよく、これらのなす角が９０度以外であってもよい。
　さらにまた、上記各実施形態では、ルーバーを有したカバーのカバー部により、排気口
の一部を塞ぐようにし、このカバー部の背面側に、静電霧化装置を設置した例を示してい
るが、このような態様に限られない。ルーバーをカバーの左右方向の略全体に亘って設け
、その一側部における前面カバーの背面側に静電霧化装置を設置するような態様としても
よい。
【００４８】
　さらにまた、上記各実施形態では、壁パネルの表面に設けられた一対の通気開口部のう
ち、一方（本例では壁パネル上側の排気口）に、開閉扉を設けるとともに、送風ガイド面
を設けた態様としているが、他方（本例では壁パネル下側の吸気口）にもこれらのうちの
少なくともいずれか一方を設けるようにしてもよい。このように壁パネルの下側の通気開
口部に、開閉扉及び送風ガイド面を設ける場合には、開閉扉を、下方側かつ後方側に向け
て回動移動する構成とすればよい。つまり、一方の通気開口部を開閉する開閉扉は、他方
の通気開口部から離間する方向かつ後方側に向けて回動移動する構成とすればよい。
【００４９】
　また、上記各実施形態では、開閉扉の開状態における後端部のＲ形状片が送風ガイド面
を構成する態様としているが、このような態様に限られない。開閉扉の形状を平板状とし
、この開閉扉の開状態において開閉扉の内側面に連なる連続面を構成するＲ面形状を有し
た送風ガイド面を、内部送風路の奥側内壁面に設けるようにしてもよい。例えば、図例の
湾曲区画部材の下方延出部のみにより送風ガイド面を構成するようにしてもよい。または
、開閉扉のＲ形状片のみによって、送風ガイド面を構成するようにしてもよい。
【００５０】
　さらに、上記各実施形態では、開閉扉が手動開閉されるものとし、かつ、上方側の通気
開口部に設けて、その開状態が安定するように、開閉扉の重心位置を、開閉扉の回動支点
よりも後方側に位置するように構成した例を示しているが、このような構成に代えて、開
閉扉の開状態及び閉状態を保持させるロック機構等を設けるようにしてもよい。
　または、このような開閉扉や送風ガイド面を設けないようにしてもよく、さらには、ル
ーバーを設けないようにしてもよい。この場合、内部送風路の送風方向に対して直交する
方向に長辺を沿わせて横長形状とされた排気口の場合は、上記各実施形態と同様、その長
手方向の一側部近傍内方空間に、静電霧化装置を設置するようにしてもよい。これにより
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、静電霧化装置から吐出された帯電微粒子水の室内空間への放出効率を、短手方向の一側
部近傍内方空間に設置する場合と比べて、向上させることができる。
【００５１】
　また、上記各実施形態では、空気を送風するための送風手段として、シロッコファンを
下側外郭部に設けた例を示しているが、上側外郭部に設けるようにしてもよく、或いは、
内部送風路の途中部位に、クロスフローファンや軸流ファン等を送風手段として設けるよ
うにしてもよい。
　さらに、上記各実施形態に係る壁パネルの内部送風路に、調湿材や脱臭剤等の機能性材
料を含み、送風方向に開口する多数の中空筒状セルの集合体からなるハニカム状構造体を
配設するようにしてもよい。このような調湿性や脱臭性を有したハニカム状構造体を内部
送風路内に配設することで、室内の空気を調湿、脱臭することができる。
【００５２】
　さらにまた、上記各実施形態に係る壁パネルの内部送風路を、パネル幅方向において分
割する仕切板を設けるとともに、それぞれに独立駆動可能な送風手段を設け、一方を上記
同様の下側吸気、上側排気とし、他方を上側吸気、下側排気とするような態様としてもよ
い。この場合は、各排気口の一側部近傍内方空間に、静電霧化装置を設置するようにして
もよい。
　このような構成によれば、室内空間の温度分布の状況に応じて、いずれかの送風手段を
駆動させることで、室内空間の温度差をより効率的に減少させることができる。
　または、このように内部送風路を分割する態様とした場合には、いずれかの内部送風路
に、ハニカム状構造体を配設するような態様としてもよい。
【符号の説明】
【００５３】
　１，１Ａ　　　壁パネル（送風機能付き内装パネル装置）
　２　　　　　　内部送風路
　３　　　　　　排気口（通気開口部）
　４　　　　　　吸気口（通気開口部）
　５　　　　　　シロッコファン（送風手段）
　１８Ａａ　　　ルーバーの羽板
　４０　　　　　静電霧化装置
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